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Ⅰ は じめに

透析治療を受けている曲者の多くは,遇2-3

回､1回4-5時間に渡って透析装匿に拘束され

る｡そのため疲労感や肩こり､シャン ト肢の痛み

などの症状が多 く､様々なス トレスがある｡以前

か ら私たちは音楽!寮法に注 目していたが､透析宝

の構造上の問題があ り､実際に実施することが出

来ないでいた｡近年 リラクゼーション効果のある

音楽が注目されている｡

そこで今回構造上の問題に対 して工夫を行い､音

楽療法を実施 し透析中のス トレスに対 してどの提

度の効果があるのか調査 したので報告する｡

Ⅱ 研究目的

透析中のス トレスに対する音楽の効果を検討す

る｡

ⅠⅡ 研究方法

1,調査期間 :平成 14年 6月 17日 -

-平成 14年 6月 21日

2,調査対象 :外来血液透析患者 105名のう

ち有効回答を得た 74名

3,調査方法

1)外来血液透析患者全員に､研究の一環 と

して音楽を流すことと､その際アンケー ト

-の協力を事前に説明 した｡

2)｢パル ドリーの透析ス トレッサ-｣日を参

考に､当院の患者から治療をす る中でよく

聞かれる症状をもとにス トレス項 目 (資料

1参照)を研究者側で選び､4段階評定の

アンケー トを作成 した｡｢非常に感 じるJが
4､｢やや感 じる｣が3､｢それ程感 じないJ

が 2､r全 く感 じないJを 1とした｡

3)音楽は､透析重全体で聴取できるように

音響の専門家に依頼 し､4台のスピーカー

の設置を行った｡音楽のボリュームは患者

の好みを聞きながら実験者が調節 した｡

4)透析中に流 した曲は､r透析開始- 1時間J

に痔痛緩和に有効 といわれるクラッシック
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を主に使用 した｡r3時間一回収時Jにはス
トレス解消に効果的で癒 しの効果 もあると

される1/fゆらぎを持つ曲を中心に選択
した｡

5)音楽施行前､後でアンケー トを実施 した｡

(以下前アンケー ト､後アンケー トと省略

する｡)

6)前アンケー トと後アンケー トの結果 を集

計 し､平均値を算出 しウイルコクソン符号

付順位和検定を行った｡

7)第 46回 日本透析医学会に当院が発表 し

た､｢透析中のス トレスに対するアロマテラ

ピーの効果｣の研究結果 と､今回の研究結

果を比較､検討を した｡

Ⅳ 結果
1,対象の概要

有効回答数 74名 (有効回答率 70.5%)中､

男性 55名､女性 19名､年齢24-88歳

(59.5±14.5)であった｡

2,前アンケー トについて

透析中に強く感 じているス トレスは､12r治
療時間が長く感 じる｣8 r疲れる｣6 r体が
かゆい｣ 9 ｢動けないのでつ らいJ 1 ｢針を

刺される事がつ らい｣の順に高かった｡

3.前アンケー トと後アンケー トの比較につい
て

6の ｢体がかゆいJ 12の ｢治療時間が長 く

感 じるJの2項 目においては､統計的有意差

が認められた｡(p<0.01)また平均値 を比

較すると､5･6･9-13の項 目において

ス トレスが軽減する傾向がみ られた｡

1の ｢針 を刺 される事がつ らいJについては

明らかな違いはみられなかった｡(図 1参照)
有意差のみられた ｢体がかゆいJの人数の比

較をみると､r全 く感 じないJrそれ程感 じな
いJの段階では､r全 く感 じないJで 21人か

ら27人に､｢それ程感 じない｣で 14人から

23人に､音楽施行後のほうが増えていた｡

(図 2参照)｢拍療時間が長 く感 じる｣の人数

の比較については､｢非常に感 じる｣の段階で､
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音楽施行後26人から13人と大幅に減少し

た｡(図3参照)

4,アロマテラピーとの比較について

6の r休がかゆいJ12の ｢治療時間が長く

感じるJの2項目に対しては､アロマテラピ

ー施行時と同じ様な効果が得られた.(図4､

5参照)

Ⅴ 考察

透析中に音楽を流したことは､｢体がかゆいJ､

r治療時間が長く感じるJというストレスに対し

て有効に作用した｡米倉は rBGMを聴きながら

過ごせる時間は騒音やイライラからからしばし距

離を置くことができる｣ 2)と報告している｡透析

患者は､3-5時間という透析時間を同じベッド

の上で殆ど臥床して過ごしている｡機械がすぐそ

ばにあり､血液が流れている状億が続けば､緊張

や不安も出てくると思われる｡音楽を流したこと

で､透析機晋の晋や長時間の透析による拘束感か

ら患者の意識を音楽に向け､気持ちをそらすこと

ができたのではないかと考える｡木下らは1/ ∫

ゆらぎをもつ音楽の効果につt､て､｢心に安定とゆ
とりをつくり出し､結果として､我々は心地よさ

や快適さを覚えるのであるJ3)と述べている｡こ

れらの曲を用いたことは､音楽の持つリラクゼー

ション効果により､透析患者の緊張や不安の援和

につながったといえる｡

1の｢針を刺されることがつらいJについては､

ストレスの軽減を期待して r透析開始- 1時間J

に痔痛穏和作用があるといわれるタラッシック音

義を主に流した｡しかし､前と後のアンケー トの

比較で杜明らかな違いはみられなかった｡篠田に

r自覚する心身の苦痛が極度に達している時には

とても音楽を聴く余裕はなくなっているJIIと述

べている｡穿刺者の技術や患者の体調に影響され､

音楽での除痛には限界があったと考える,

Ⅵ まとめ

1.透析中の r体がかゆいJr治療時間が長く感
じる｣のス トレスに対し音楽療法は効果があ

った｡

2,音の感じ方や音楽の好みには個人差がある

為､音楽の施行方法の検討が必要である｡

Ⅶ 終わりに

当院では､透析中の音楽の施行についての実例

がなく､研究対象者すべてに同じ音量で音楽を聞

くことができる'様に工夫したが､一部の人からは

r音が大きいJとの声が聞かれた.また､選曲に

ついてもジャズや歌謡曲を希望する人もいた｡音

の感じ方や音楽の好みには個人差がある為個室化

された空間で自分の好きな音楽を､好みの青畳で

聴くことが望ましいが､現実は難しいものがある｡

今後はこれらの点を検討していきたい｡また､リ

ラクゼーション効果がある rアロマテラピーJと

｢音楽療法Jを併用した方法も､今後検討してい

ければと思っている｡
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資 料1 調 査 項 目 の 内 容

rパルドリ丁の透析ス トレッサー｣を参考(=､13の
ストレス項目を選び.4段階評定のアンケートを作成

1.透析の針を刺される事がつらい &疲れる

2.肩がはる.又は痛い

3.関節が痛い

4.シャントの腕が痛い

5.シャント肢がしびれる

6.体がかゆい

7.吐きっぼくなる

9.動けないのでつらい
10 イライラする

ll.ゆううっになる

12.治療時間が長く怒じる

13.眠りたいが眠れない
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図4 アロマテラピーとの比較
<体がかゆい>
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図5 アロマテラピーとの比較
<治療時間が長く感じる>


